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１．セメントの物流について
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セメントとコンクリートの違い

セメントはコンクリートを作るための材料の一つ。そのほとんどがコンクリートとして使われます。
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セメント30工場

主原料である石灰石が中国
や九州に偏在するため、この
地域に工場が集中している。

消費地は近畿、関東といった対都市圏

セメントの物流（西から東へ）
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2020年度構成比

セメントのほとんどが専
用タンカーおよび専用
車両でバラ積輸送して
いる。可能な限り積載
率は１００％近い。

セメントの輸送体系

臨海270
内陸 63
合計333

出荷先の７割が生コン
工場（３,２０４工場）

取引には２通りある。

持込渡し １次輸送＋２次輸送
ＳＳ渡し 1次輸送まで

ＳＳ渡しの２次輸送はユーザーが荷主
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セメント内需は１９９０年ピーク時より２０
年間で半減した。災害復興事業や国土
強靭化対策で一時的に盛り返したが、そ
の後低迷を続けている。

セメント需要について

• 経営合理化
• 物流合理化
• 生産コスト削減
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トラック台数の車両総重量別構成比
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臨海

物流の合理化

内需減少に伴いセメント工場を臨海大型工場に集
約し、ＳＳも臨海地区に集約して海送比率を高め
てきた。



廃棄物・副産物の活用
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セメントの製造過程では、原料
代替あるいは熱エネルギー源
として、他産業から廃棄物・副
産物を受け入れている。

２０２０年度でセメント１トン製造
するのに４６８ｋｇの廃棄物・副
産物を活用している。この一部
は処理費用を受け取り製造コ
スト低減に役立っている。

東日本大震災、熊本地震、台風
被害などのガレキ等の災害廃棄
物をセメント工場が引き受け処理
している。
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２．省エネ取組事例について
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荷主としての省エネの取組
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〇トラック
・車両大型化
・デジタコ、省エネタイヤ、省エネ潤滑油の導入
・エコ運転の教育
・車両整備の徹底
・交換出荷による輸送距離短縮

〇タンカー
・船舶の大型化
・減速航行による経済速度の徹底
・船底、スクリューの研磨徹底
・燃費向上に繋がるフレンドフィン
・省エネ船舶導入
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国土交通省は船舶の省エネ・ＣＯ2排出性能の高い内航船舶に対し、その効果を「見える化」し、それを評価する「内航船
省エネルギー格付制度を行っている。2021年9月30日、セメント専用船7隻に対して格付けが付与された。

省エネ船舶の導入
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３．省エネ取組の課題について
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①省エネ取組の課題について トラック

1. 車両の大型化は、生コン工場のサイロ容量や敷地条件から限界がある。

2. 帰り荷の取組は、場所やタイミングの問題や粉体に限られるので難しい。

3. 取引がSS渡しの場合、二次輸送はユーザーの所有権となるので省エネ取組は難

しい。

4. トラック輸送ではほとんどが特殊車両を使用しており、高規格道路を除いて、管轄

する道路管理者に通行許可申請を行い、許可が必要です。高規格道路がまだ十

分でないため、迂回を余儀なくされる場合がある。省エネの観点から高規格道路

の更なる整備拡張をお願いしたい。
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１．モーダルシフトはやり尽くした感がある。積載率はほぼ１００％。

２．水深が浅いところでは、汐待や減トンをせざるを得ない。毎年港湾管理者や国

土交通省へ浚渫のお願いをしている。

３．タンカーの燃料消費量で航行時の消費量や荷役時の燃料消費量を把握する

のは、負荷が大きいため、燃料消費量に荷揚時の燃料込となっている社があ

る。

②省エネ取組の課題について タンカー



ご清聴ありがとうございました。
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